
【記載例】 
 
様式２ 

ティーチング・アシスタント（Ｔ・Ａ）実施報告書 
※実際に従事した時間を記入してください。 

２０○○年 ４月分  ↓１年次 理学療法学・作業療法学専攻 理学療法学分野 スポーツ理学療法学領域  Ｔ・Ａ氏名  ○○ ○○   
実 施 月 日 曜日 従 事 時 間 実施時間 授業（実験・実習）名 業 務 内 容 授業担当確認印 
４月１４日 月 １０時１０分～１１時１０分 １ 時間 運動学 授業の補助 ○印  
４月１５日 火 ９時００分～１２時２０分  ３ 時間 生理学 実習の補助（20 分休憩） ○印  
４月２３日 水 １３時３０分～１５時４０分  ２ 時間 解剖学Ⅰ 実習の補助（10 分休憩） ○印  
４月２４日 木 １３時３０分～１６時５０分 3 時間 20 分 理学療法課題研究 実習の補助 ○印  

月  日    時  分～  時  分   （休憩なし、授業後 10 分業務に従事）  
月  日    時  分～  時  分     

 月  日    時  分～  時  分   ※行った業務内容を簡潔にしてください｡  
 月  日    時  分～  時  分     
 月  日    時  分～  時  分   ※各欄とも押印してください。  
 月  日    時  分～  時  分     
 月  日    時  分～  時  分     

計   ９時間 20 分    
 上記のとおり実施したことを確認し、報告します。    ↓ 
                          ※合計時間を記入してください。 
   ２０○○年５月１日 
 

保 健 医 療 学 研 究 科 長  様 
 
授業担当教員（所  属）                

    
                                           （職・氏名） 教授  △△  △△   ㊞ 
 

※授業担当教員が複数の場合には、それぞれ実施報告書を 
 別様に作成してください。 

※実施時間には、休憩時間を除いた時間を記載してください。 
 なお、従事時間が６時間を超える場合には４５分以上、８時間

を超える場合には１時間以上の休憩を必ず取ってください。 


